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国 土 交 通 省
山形河川国道事務所

一般国道４７号 高屋道路
た か や

「（仮）高屋トンネル」施工状況について
～地山補強の影響に伴う開通時期の見直し～

○ 新 庄 酒 田 道 路 の 一 部 を 構 成 す る 高 屋 道 路 （ 延 長 3 . 4 km） で は
しん じ ょ う さか た た か や

現 在 、 「 （ 仮 ） 高 屋 ト ン ネ ル 」 の 工 事 を 進 め て い る と こ ろ で す 。

○ 鉄 道 軌 道 上 か ら 地 質 調 査 を 行 っ た 結 果 、 地 山 補 強 の 対 象 と し
て い る 強 風 化 岩 に つ い て 、 当 初 想 定 に 対 し 亀 裂 が 多 く 、 よ り 広
範 囲 で 確 認 さ れ ま し た 。

○ こ の た め 、 地 盤 条 件 な ど の 技 術 的 な 課 題 が 多 い な か で 、 試 験
施 工 や 学 識 者 等 で 構 成 す る 「 施 工 技 術 検 討 委 員 会 」 の 助 言 を
基 に 、 当 初 計 画 の 地 山 補 強 範 囲 や 対 策 内 容 の 見 直 し を 行 い ま
し た 。

○ 見 直 し し て 進 め て き た 地 山 補 強 な ど の 施 工 実 績 か ら 、 今 後 予
定 さ れ て い る 高 屋 ト ン ネ ル の 地 山 補 強 を 含 む 残 工 事 量 を 精 査
す る と 、 令 和 ６ 年 度 に 予 定 し て い た 開 通 時 期 の 見 直 し が 必 要
な 状 況 で す 。

○ 開 通 時 期 に つ い て は 、 今 後 の ト ン ネ ル 工 事 の 進 捗 を 踏 ま え て
工 程 を 精 査 し 、 改 め て お 知 ら せ い た し ま す 。

■開通時期の見直し

≪現在≫ ≪見直し後≫

令和６年度開通予定 開通時期については、トンネル

工事の進捗を踏まえて精査
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事業中

※２ 開通時期については、変状したトンネル本体の再構築範囲が決定した段階で工程を精査
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地山補強に係る対策内容の見直し
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対策内容（当初） ＪＲ補強範囲

＜対象地山＞

・未固結な玉石混じり土
及び強風化岩

＜注入材＞
・セメント系（固結が遅い）

＜施工方法＞
・強風化岩まで改良

対策内容（変更）

＜対象地山＞

・未固結な玉石混じり土
及び亀裂の多い強風化岩
（範囲拡大）

＜注入材＞
・水ガラス系（固結が早い）

＜施工方法＞
・強風化岩まで改良
（注入率の増加）
・逸走防止壁を構築

国補強範囲 国補強範囲ＪＲ補強範囲

N

逸走防止壁
（注入材の逸走防止）

地質調査の結果、
補強範囲が拡大

JR陸羽西線
第２高屋トンネル補強

○鉄道軌道上から地質調査を行った結果、地山補強の対象としている強風化岩について、当初想定に対し亀裂が多く、
より広範囲で確認

○今般、試験施工や学識者等で構成する「施工技術検討委員会」の助言を基に、当初計画に対して地山補強範囲の拡大
や、対策内容の見直しを実施（注入材の変更、注入率の増加、逸走防止壁の構築）


